
フッ化物洗口液作製 過程

小学校用は10ℓタンク8個分、保育園幼稚園こども園用は10ℓタンク３個分を作製します。
作製は薬剤師が担当しています。

作業場 すこやかセンター1階 歯科室
毎週月曜日 午前中



ミラノールの秤量 洗口液の調整

まぜまぜマン
薬剤師が洗口剤（ミラノール）

を秤量し、水を加え洗口液を調整
します。
調整には『まぜまぜマン』とい

う専用の機械を使って攪拌してい
ます。



洗口液の分注作業

作製された洗口液は、薬剤師と市職員が味、外観、臭気に異常がないか確認し、ボトルに分注
していきます。
分注する際は、容器の内部に汚れや異常がないか確認してから行います。そして、各学校・各

園クラスごとに指示された量を分注していきます。



学校・園ごとにクーラーボックスに
並べ入れます。

園の分は１回分ごとにビニール袋に
入れて個包装されます。



洗口液の搬送 検査記録の保管

洗口液はシルバー人材センターに
委託し、搬送しています。

洗口液は薬剤師、市職員が異常がないか確認して
います。検査記録はすこやかセンターで保管してい
ます。


